











A study on Instruction of Bal I Games 




























的な構造をも った活動であ る（ 注 I）とも言われている。従って3 技術は必ず，時間的経
過の中で遂行され形成されるものである。乙れを教育の中でみたとき，人間形成上の教育
では課題に対して，自己自身，又学習面の競争相手を見出した時K，それらに対する抵抗





っている。そのJレー ルは種目の性格を規制する。即ち 3 目的，用具，施設，人数，ゲーム
方法がそれぞれに 異なっている。 これは，その運動の特性である と言 う事が出来る。即
弘運動技術は，運動の特性を知ることから始めなければならないと考える。 特K，運動


















































































































































確な投球姿勢への係わり会いわこれに伴うボディコン トロ ール， ボールとの位置感覚指




























































































































































々にその特性をも っているものである。しかし， 一般的に親しまれ易い事から広く 社会人
にも愛され， 実施されている事は大変よろ乙ばしい限りであり，特に学校教育を終えられ
た社会人ir，生涯教育の面から， 生涯体育えよどの気運が強い事も手伝い， 個々人には相当
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